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新型コロナウイルスの特徴

•新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染様式は，
物を介する感染と飛沫感染が考えられます。

WEB医事新報 緊急寄稿（1）新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のウイルス学的特徴と感染様式の考察（白木公康）



新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第１版（厚生労働省）

新型コロナウイルス感染症の典型的な経過



新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第１版（厚生労働省）

基礎疾患ごとにみた新型コロナウイルス感染症のリスク

新型コロナウイルス感染症は、高血圧、

糖尿病、心血管疾患、呼吸器疾患等の

基礎疾患やガン等の免疫疾患がある方は

重症化しやすいリスクがあります。



潜伏期間と新規感染に反映される日数

•新型コロナウイルス感染症の感染から発病に
要する潜伏期間の平均値は約５日間です。
発病から診断され報告までに要している平均
日数は約８日間となっています。そのため、
我々が今日見ているデータは、その約２週間
前の新規感染の状況を捉えたものです。

•発表される感染者数にはタイムラグがあります。



新型コロナウイルスに感染しないようにするために①
•一般的な感染症対策や健康管理を心がけてください。

具体的には、

①石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒。

②車いす、杖、義手などの使用者は触る部分を常時消毒。

③視覚障がい者は触れてモノを確認した後、必ず手指消毒。

②できる限り混雑した場所を避けてください。

③十分な睡眠をとっていただくことも重要です。

④人込みの多い場所は避けてください。

⑤屋内でお互いの距離が十分に確保できない状況で一定時間を

過ごすときはご注意ください。

⑥屋内にいる時は３０分に１回換気しましょう。



新型コロナウイルスに感染しないようにするために②

（１）手洗い
ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることにより、自分の手

にもウイルスが付着している可能性があります。
外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗います。

正しい手の洗い方：首相官邸HPよりhttps://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html

• 車いすのハンドリムや触れるところ
はよく拭き、清潔に保って下さい。

• 杖やハンドリムを触ったら、眼や顔
に触らず、まず手洗い・消毒。

• 視覚障がい者とガイドはお互い触れ
合う前後で手洗い、消毒、白杖も清
潔に。(ガイドを行う場合はマスク・
フェースシールド・長袖・手袋で，
立ち位置に気をつけてください)

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html


（２）普段の健康管理
普段から、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、

適度な運動に努め、免疫力を高めておきます。

（３）適度な湿度を保つ
空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下しま

す。乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、適切な
湿度（50～60％）を保って下さい。

新型コロナウイルスに感染しないようにするために③



■ほかの人にうつさないために
＜咳エチケット＞

咳エチケットとは、感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際、マスクや
ティッシュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえることです。

対面で人と人との距離が近い状態が１５分以上続く状態を避けてください。互いに手を
伸ばしたら届く距離（およそ２ｍ以上）は離れてください。感染しやすい環境に行くことを
避け、手洗い、咳エチケットを徹底しましょう。

新型コロナウイルスに感染しないようにするために④

首相官邸HPよりhttps://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html

• うがいの出来る方はうがいを励行してください。
• 出来ない方も口腔の清潔に務めてください。

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html


海外遠征からの帰国者は特に注意．



次の症状がある方は，下記の（１）・（２）を目安に「帰国者・
接触者相談センター」にご相談ください。

（１）風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている。
（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）

（２）強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。

※ 高齢者や基礎疾患等のある方は、風邪の症状や37.5℃以上の
発熱が２日程度続く場合、又は強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ
（呼吸困難）がある場合

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html

大会や合宿，イベントに参加されていた皆様へ



障がい者アスリートの皆様へ

• 高齢者や糖尿病などの患者さんは新型コロナウイルス感染による死亡率が高いこと
が知られています。

• 何らかの障がいにより感染しやすくなったり，感染による死亡率が高まるデータは示
されていません。

• しかし、呼吸機能の低下している方はもちろん、障がいのある皆さんは感染すると重
篤な症状となりかねません。特に、頚髄損傷、筋ジストロフィー症、重度の脳性麻
痺などで呼吸機能が低下している方は、排痰が困難となり、症状が重篤化する可
能性が高いため注意が必要です。

• 適切な栄養、運動と規則正しい楽しい生活は免疫機能を改善します。

• あまりにも過度な運動は一次的に免疫能を低下させます。

• 是非、予防に努めてください。


